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１オクターブの楽器 
指で弾いてならす「指ピアノ」 
出来上がるとなぜか 
「さいたさいた…」を弾くんです 
 
この楽器づくりをネタにして 
「音ってなあに」の世界に 
引き込んでみたいと思います 
 



  

原型は「カリンバ」という 
アフリカの民族楽器 
両手の親指で弾きます 
英語名は Thumb Piano 
 
今回は６組の小３親子ペアと４年生が２名 
 

お父さんがカリンバを放さない！！！ 



まずは 
指ピアノを作りましょう 
木ネジとナット２個とワッシャーで一組です 
 
ナットもワッシャーも 
見るのが初めてかな 



  

 
写真のように 
ナットとワッシャーを差し込みます 
ナットやワッシャーに裏表があります 
 
え、ワッシャーはどっちが表？ 
 



 
  

３年生も分かるのが速いですね 
ピアノ線も順番に並んでいます 
どんどん組み立ての準備が進んでいます 
 



４年生は 
サンプルを一目見ただけで 
どんどん組み立てています 
速い速い 
指の力で 
ぐいぐいねじ込んでいます 
 
このあと 
あっという間に 
調律をしてしまいました 



  

ドライバーを使うのは初めて 
お父さんが板を押さえてくれています 
 
「こう使うと楽だよ」通りにしてくれて 
どんどんできるようになりました 
 



 
  

こちらは 
親子で奮闘 

 
最初はみんなこうなんです 

やっていなかっただけなのです 
すぐに上手くなります 



  

お父さんは 
手助けせず 
見守っています 
 
３年生 
初めてのようですが 
集中していますね 



ナットとナットの間に 
ピアノ線を挟むんだ 
 
こいつらが 
言うことを聞かないんだ！ 
 



  

木ネジを締めこんで 
１回転半戻して 
ピアノ線を挟み始めています 
 
ドライバーを持ったのは初めて 
回し方も良く分からなかったけど 
あっという間に使えるように 
 
ドライバーを持つ左手を見てやってください 
何でも使う機会があればすぐ上達するもんですね 



 
  

心配そうに見守ってる父 
堂々と調律している３年生 

 
お父さんのアンケートです 

嬉しいですね 



  

こちらの３年生も 
楽しそうに調律しています 
 
両親が 
感心して眺めています 
 
そうそう 
このお父さんも 
体験塾に参加してくれています 



  
ねえ 
僕のも調律してよ 
 
この一家は 
主客逆転の様相 
 
お誘いしてよかった！！！ 



白板で響かせていて 
サンプルのものと 

音色が違うと言われました 
 

そうなのです 
サンプルは家具に使う広葉樹 

これは 1/4 の針葉樹 
緻密さも全然違うのです 



  

これに気が付いてくれて 
ものすごく嬉しいですね 

 
そう 

今回の狙いの一つデス 



 
  

長いと見えるけど 
短くすると見えなくなる 

なぜ？？？ 
 

それはね・・・ 



  

ストロートロンボーンを 
吹いてます 
いきなり最近の曲 
 
低い音や高い音が出るのは 
なぜ？ 
と書いてくれました 



  

僕が気がついた 
不思議に思ったこと 
書いてよ 
 
この親子 
スバラシイですね 



  

ストロートロンボーンで 
こちらの二組も 
大盛り上がり 

 
ふしぎふしぎ 

 



  

今回は 
班分けではなく 

対面式で 
 

みんなの顔と 
やってることが見えて大好評 

発表もみんな堂々と 



  

最初は鳴らせなかったけれど 
よく鳴らせるようになりました 
 
これ 
作りたい！！！ 



初めて見るハモニカ 
しかもカバーを外してある 

 
吹いてみたよ 
いい音したよ 



  

予定したシナリオが 
全て終わりました 
 
宿題です 
南部風鈴が３つあります 
いい音ですね 
 
３つの音がみな違うのは 
なぜ？ 
 



 
  

立派にシナリオをこなした３年生 
一言もアドバイスせず見守ったお父さん 
 
さて風鈴 
家で 
どんな会話が弾むのでしょうね 



  

分かるようでわからない 
でも 
キレイな音 
 
家で考えてみます！！！ 
 
と思っていいですね 



 

アンケートを 
書いてもらっています 

 
皆さん 

満足そう 
 

今回も 
想定外の収穫が沢山 

嬉しい限りです！！！ 


